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き
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
理
念
と
し
て
の
ろ力。
ら
完
全
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
救
っ
て
い
る
。
４
，
３
、
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
活
動
を
震
鰯
す
る
中
で
、
２
、
自
ら
学
び
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
完
全
学
校
週
五
日
制
の
も
と
で
「
生
き
新
し
い
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
が
平
成
一
四
年
礎
か
１
、
豊
か
較
人
潤
性
や
挫
会
性
、
国
際
社
会
に
生
き
る
目
本
人
と
し
て
の
これらの中，で
を
進
鉛
る
こ
と
。
な
定
菱
嵜
図
り
、
圏
覚
を
育
成
す
る
こ
と
。
「
調
べ
学
習
」
の
誕
生
各
校
が
創
意
工
夫
を
生
か
し
特
色
あ
愚
教
育
、
特
繍
あ
る
学
校
作
り
轟
培
う
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
て
篭
は
じ
め
瞳 ｉキ
ー
ワ
ー
ド
「
自
己
教
育
力
」
「生きる力」につながるキーワードとして『と
園
ら
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
。
『自ら学び自ら考える力の育成」
個
性
を
生
か
す
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
。
基
礎
・
基
本
の
確
実
次
の
方
銭
に
蕊
は
、
基
底 に
至
愚
系
譜
Ｉ
た
わ
れ
て
い
為
。
しても、『３、自己教育力の育成」
と
し
て
譜
え
ら
れ
て
い
る
た
が
、
内
容
の
表
現
麗
体
胆
は
新
学
習
指
導
要
領
に
比
較
し
て
、
そ
う大きな差があるわげでは酒い。今圏の改定のキーワー承
方
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
４３２１
、．Ⅵ、、
り
わ
け
強
調
さ
れ
て
い
る
。
に
記
し
て
み
る
こ
と
腱
す
る
。
いては「新学力観』が強調され、
現
行
の
学
習
指
導
要
鎮
に
つ
い
て
は
項
目
を
挙
げ
る
の
み
に
留
め
そして、変らないと言えば約十年ごとの改訂のたびに誌改
平
成
四
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
文
化
と
伝
統
の
轤
璽
と
国
際
理
解
の
推
進
自
己
教
育
力
の
育
成
基
礎
・
基
本
の
重
視
と
個
性
教
育
の
推
進
心
鶯
か
な
人
間
の
育
成闇写り学び園ら考える力の育淡」
榎
本
邦
雄
新
学
習
指
導
要
領
と
比
較
す
る
た
め
次
の
四
項
目
が
改
訂
の
熱
水
と
し
て
既
に
よ
り
明
確
に
う
に
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釘
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：
教
育
力
育
成
の
主
役
と
し
て
登
場
し
て
き
た
て
紹
介
し
て
い
る
。
ば
な
ら
な
い
。
本稿では、先ず「園ら学び｛葛ら考える力の雪墓域』、
る「園田教育力」の直接のルーツを確認し、合わ座
胃
内
容
の
三
割
削
減
と
い
う
大
き
な
量
的
・
数
字
的
転
換
を
も
伴
っ
ている。今度こそ本当に『教育の基調」が転換ざれなはれ
と
い
う
一
つ
の
証
拠
で
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
轡
か
れ
、
肯
定
的
に
読
ま
れ
て
し
ま
う
の
は
、
大
勢
と
し
て
、
知
識
伝
達
型
の
教
育
が
続
い
て
い
る
青
が
主
流
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
今
回
の
改
溌
に
お
青は、従来ややもすれば、既成の知識を与えることに籠眼
をおく傾向が強かった。このよう趣傾向に対して……」と、
多少控え目な表現をとりながらも認公然と知識伝達型の教
蕊
畿
成
の
直
接
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
思
わ
れ
る
昭
瀧
五
六
年
訂
の
趣
旨
と
し
て
必
ず
登
場
し
て
く
る
『
多
く
の
知
識
途
教
え
こ
む
ことに趣りがちであった教育の基調を転換し……」という
ど
ょ
・
ウ
と
⑪
で
き
常套的なフレーズである。例えば、「自己教育力」という一一一一回
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
に
お
い
て
も
「
我
が
国
の
初
等
中
等
教
後段賎おいては、「自己教畜力」、「自ら学び層ら考える力
の
育
成
」
が
、
い
か
に
長
い
間
我
が
国
教
育
界
の
懸
案
で
あ
っ
た
か
について論述し、かつその実現への方途を考察してみた。
十
数
年
繭
に
登
場
し
た
『
自
己
教
育
力
」
と
い
う
簡
潔
で
響
き
の
但
し
翁
従
来
と
は
異
り
、
今
回
の
改
定
は
学
校
完
全
週
五
日
制
、
学
力
の
鴦
成
』
、
い
わ
ゆ
”し、合わせて自己
「調べ学習」につい
は
な
か
ろ
う
か
ｃ
しかして、今日の『調べ学習」の誕生に至るまで、我が
国の教育界においては、蕊念・理論としての主張は、それ
を系譜と呼んでもさしつかえない程、各時代を通して絶え
間蔵く現れたが、どの教科にも通ずろ「学び方を学ぶ』方
策が蕊存在していたであろうか。
筆者がテーマを『『調べ学習』の誕生』としたのは、その
た
め
で
あ
る
。
名
は
平
凡
で
あ
る
が
、
三
つ
の
固
有
名
詞
で
あ
り
、
問
題解決型の学習スタイルである『調べ学習』は、自己教育
力」とは、
学
び
方
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
教
え
、
そ
の
学
習
環
境
を
整
え
て
あ
げさえすれば、ホモ・ディスケンス（「学ぶ人』の意『生
き
が
い
を
見
つ
め
て
』
神
谷
美
恵
子
）
で
あ
る
子
ど
も
達
は
、
必
ず
客
を
読
み
と
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
に
お
い
て
、
大
正
時
代
の
新
教
育
に
至
るまでの各時代の代表的戦理論、教育実践を逐一響き記し
た
の
は
、
そ
の
中
に
全
て
『
自
己
教
育
力
」
に
つ
な
が
る
理
念
、
内
和
四
○
年
代
に
始
ま
る
生
涯
教
育
論
へ
と
続
い
た
全
て
の
時
代
の
教
育
の
理
念
・
理
論
・
夢
・
願
い
が
、
こ
の
言
葉
に
結
実
し
て
い
る
た
戦
後
の
経
験
主
義
学
習
『
分
そ
れ
は
、
明
治
時
代
の
学
制
か
ら
始
ま
り
瀞
大
正
時
代
の
瀧
教
育
、
や
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
る
に
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
髭
に
お
い
て
も
事
実
上
キ
ー
ワ
ー
ド
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
良
い
言
葉
は
、
当
初
か
ら
教
育
関
係
者
の
共
感
を
呼
び
、
今
鳳
の
改
つ
ま
る
と
こ
ろ
学
び
方
と
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
で
昭
和
三
○
年
代
の
教
育
の
現
代
化
理
論
、
昭
』は罰必ず
「鬮己教育
夢
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｢調べ学習」の誕鱗
日に示された中央教青審議会教育内容等小委員会の審議過
程報告であるといわれる。当時の賛料をひもといてみるこ
ととする。
一驚己教育力』の言葉は、同小委員会報告「Ⅱ、時代の変
化と学校教育の在り方について』の中の『四、今後重視さ
れなければならない視点』の最初に「（１）『自己教育力』の
育成」として次のように記されている。
『自ら学び自ら考える力の育成』いわゆる『闇超教育力」
という言葉が蛤あて使われたのは、昭和五八年二月一五
力
育
成
へ
の
期
待
を
背
負
っ
て
詞
か
に
研
究
さ
れ
、
成
熟
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
蕊
要
で
あ
る
。
自邑教一百力は、
児童・生徒の能力・適性あるい臆興味。関心に配慮することも
得
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
実
物
な
い
し
本
物
教
育
あ
徒に学習への動機を与え、学ぶことの楽しさや達成の醤びを体
超
の
よ
う
に
学
ぶ
か
と
い
う
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
の
能
力
を
身
に
つ
る
い
は
体
験
的
学
習
戦
ど
学
習
の
手
段
や
方
法
が
璽
視
さ
れ
る
。
の
変
化
を
考
え
る
と
、
鬮
芭
教
満
力
と
は
、
（中略）
鬮
己
教
育
力
と
は
、
ニキーワード「白｛豈教奉弓刀」のル…ッ
さ
ら
に
学
習
の
仕
方
の
習
得
で
あ
る
。
今
後
の
社
会
翻
来
の
日
蝋
生
活
や
職
業
生
活
に
お
い
て
、
鎚
体
的
腱
学
ぶ
恵
恩
、
態
度
、
能
力
芯
ど
を
い
う
。
三
『
調
べ
学
習
」
に
つ
い
て
まずもって、学習への意欲である。児童生
心
あ
る
教
師
達
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
今
静
け
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
に
お
い
何
を
習の仕乃についての能力』『問題解決的趣学習」「生き方の
問
題
』
等
の
諸
課
題
に
対
し
て
、
非
常
に
有
効
な
指
導
法
な
の
で
あ
中
で
「嵐ら学び自ら考える力の育成」は、二○○二年に始まる
こ
□
弾
し
新教育課程をもって臓矢とするものではない。既にその一一
十年近くも前に［今後特に重視され芯ければ載らない視点」
ろ『学習の動機を与える」『学ぶ楽しさや達成の喜び」「学
り
し
た
よ
う
な
指
導
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
同
委
員
会
の
報
雷
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
る。その学習方法は、一般に『調べ学習』と呼ばれている。
１
『
調
べ
学
習
』
の
提
唱
そ
の
重
要
性
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
⑤
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
己
を
生
涯
に
わ
光
先
に
述
べ
た
小
委
員
会
報
告
が
な
さ
れ
る
髄
、
ある。嵐超教齋》力は、
問
題
解
決
的
あ
る
い
は
問
題
探
究
的
較
学
習
方
法
を
重
視
ず
愚
必
要
が
の
澗
懸
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
中
等
教
育
の
段
階
で
は
、
宮
て
、
こ
こ
に
は
既
に
自
己
教
育
力
と
は
何
か
と
い
う
概
念
、
「特に重視されなければならない視点」
基礎的・基本的芯知識・技能を着実に学習さぜろとともに、
っ
て
教
育
し
続
け
る
意
志
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
こ
れ
か
ら
の
変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
け
る
生
き
方
ロ
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そ
の
内
容
を
先
取
に
記
さ
れ
て
い
内
容
及
び
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⑪
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児
童
生
徒
の
自
己
実
現
を
図
り
、
生
涯
学
習
に
つ
な
が
る
限
り
種い可能性を感じさせる。
要するに、自己の指導方法も含劫て、従来の諸教育理論、
擴導方法に幾分のあきたらなさを感じていた教師たちの心
に
大
き
な
夢
と
勇
気
と
励
ま
し
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
「調べ学習』の起こり、日本で評価を受けている背景、定
③
す
ぐ
に
実
践
可
能
で
あ
る
。
児
童
の
変
容
が
顕
著
で
学
習
効果が充分に認められる。学習の主役である児童が楽し
②
理
論
的
、
方
法
的
に
分
か
り
易
く
取
り
組
み
易
い
。
指
導
渦
①
学
ぶ
側
の
個
性
、
主
体
性
が
大
切
に
考
え
ら
れ
て
お
り
が
湾
え
ら
れ
る
。
も掲載されてい粒いであろうこの学習綾が、これだ咳教師
の心をとらえているかはなぜであろうか。次のような理由
させた学習指導法に対して一つの尊称を与えているのかも
しれない。一般の問題探求的な学び方とば別狢の扱いをさ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
教師間では一般に「調べ学習」の呼称で通っている。過去
に提唱されたさまざまな探求型の学習の長所を巧みに総合
『調べ学習』は、
て
い
る
。
教
育
の
壷
Ｉく学び、達成の喜びを感じとれる学習方法である。
程
・
指
導
方
法
が
単
純
で
は
な
い
が
難
解
で
は
な
い
。
教
育
力
」
を
培
う
雁
合
致
す
る
学
習
法
で
あ
る
。
「調べ学習」は、「課題別学習」と呼ばれることもあるが、義などについてば、後述する長倉美恵子教授（実践女子大
す す
教育の専門用語としては、多分どの教育事典類に
蓬
|値
現
在
全
国
の
学
校
や
教
師
間
に
静
か
に
浸
透
し
鵬
擁 ｆｌｒ
ｌＵＨＤ
か
!！
で
変
れ
所
糟て
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い。録。。］汁の四○ずの【回画閏の。『、四国匡澪○ｍｍ一〈図桂ロ鈴尉・阜巨○ｍロ四国の壷
］の四門口棹ロ、、。《】ご』計］』画（・庁壷の｛の印。青】淳、ご］②口吻Ｃ鏑苛蓉】⑭
房再ごｎｍＨ竜、｝〈『］］、。］四ｍの。、命巨・の回｛⑪毛の時の計○ｍの画謎③冑山国律
○・酉⑰岸房奇歸鄙つ『、吋望ウ。○歸印粋邑○胤口の吋詐○四豈駒室のＨ已尽ｏｐＣ印のロ
唾琶目吋四つの１句四澪巨“廷臣揖切嘩佇の○回目」○画》益の蹄琶岡の。③二奇『○○舜回の。」ご
■
念すの岸）の］。。殆い。澪○○門の二宮○四庁砕・口昏回当、ご騨回・』］奔琴Ｃ臣、営苛塚酔い
⑭『『⑳ｃ③Ｉの、云騨の亘鐘
回⑩玲掛国砕芹乱。固『・蜀挫酎砕艮唾コユロの弓の桝○匂冨③固佇
学
Ｌ－の
論
文
泰
醗
岬
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
倉
1８
Ｍ瓜岸】再加西坤盈＄澱勇錫刀助陥朋叱旧Ｍｎ蛍』］距距努尹■⑰⑰⑰⑰瓜朋叩即醐醐的潔品留、罰窃刀刀刀
刀
い
ぶ
孔
暁
Ｐ
刀
刀
ｍ
ｉ
爵
■
押
肉
⑤
刀
卉
刀
刀
刀
刀
刀
母
路
暁
刀
ｕ
押
央
Ｎ
、
｢調べ学習」の誕儀
、戸］門画す③Ｉの画弄巨恥ご房・閂一
ｍ壺彗『凹歓のＩの回澪昆⑫竜冨
の国ご託四○の芹二の端匡］］ごｗ○○③印②。『縄の國岡尋Ｈ国”・○円（》ロ①
》軍玲。Ｈ三蝕芹】Ｃ回や岡○○のいい四鼬。」奇二②印の薄薄画毎。③已什。。⑩。印胃の四コ
の、蒜餌ウ｝『⑭壷の已佇の③○ず】国、輿③含云。○念齊③什邑印ごＣ雪○四］円の。
。毫二］の凹蝿回牌口殖ご靴。ご》③三ｍｍ国⑨鄙。⑫。』冒の汁琴のヨ》望奇茸の』Ｒ○電ご
鰯・武ぐの夢冒露営珈
密弓のご晩の“の回（輸血澪皀胸］』“毎割錘。『。Ｈ『。』奇茸の二ｍ苛凶○国③］
。○屋汽切③。尉画庁宮口竜浄ご』ｍｐｍ国。。“扇③芦ご苛○密。》瑞○の』二』寧画や四二○
印鎌開の⑭画の△『。②鄙の吋曰国、○ず」］“Ｈのロ勾切』鐸掛純僅因琴掛歸國岡⑪。。【
。》
⑫二吋ご』ご陣』。。国ロの奇の邑○の弓・旨回⑫二○蓉抄回の②臣○四奇舜・琴②芦念壗⑩ごｑ》
房夛の○○二○の己汁Ｃ能
］碑ご四国のいの。帛芹』②○○密⑬潭熱の局の○画⑫、汁里・の。Ｈ四②許］歸の。閑
］の図引ロ】口、画の芹」ご罫命逵塞蓉舜ｏゴヨニ同什二吋の印○豈昏芦○吋の国・助
』宮△③どの再二の回詐回『汁］苛巨ｑの。］口芦、澪』。鏑四○○ｏ巨回芹○帛
○域芦一二門のロ『②』の『の罠○℃一一一の己詐働」芹働、雰唾印ロユロ・切芦一當昌の
］の幽門ヨ狸喜、罰○片』ぐ色庁感○国・の彦邑琉四ワのＩの、澪ごい『巨一⑩ご－ｍ雪空の。念○
○○露ご芦ヨの。再四室、碍晩回章働詐の弓尻のいの四吋○ずョ、回。・・画［③②③二今③念稗。ご弓
四○芹】己】『丹の画・『｛ｍ亮一漣⑫》ご辱尉己○ｍの】印（○ぬ』この○ず」堺回Ｈｍｐ
詐露の○○琶已の計の国○鄙の．②『。。。直②鐘身命琴四片、ご』②豈琶○罫蝕ヨい」国胸
切○○評の汁巨ロロロ円○己同酔い誌の］望。（黒塑、印窒、・四一輌口澪巨』』》垣鯲戸袈■や）
（「の藏軒岡四ロのｔ函凹歸巨切琶臣叩窪壗四口四回の印の臼片骨画浸○關罰の駒・厚埼。⑥１
画凹切の興圏の山。》芦毎ｍ一雪浄、託、の命一画印印②い」雲】の云。二ｍｍ四【巨岡四）
ご託○ず房③皇１ｍ・胃ご門昌、⑩庁ロ。］二四“Ｑのどの］○どの・
稗⑭○の患】ヨの９ｍｍ蜀○》骨。窒⑭函
・功
降】計の吋画］］邑里の画垣、駒の四計○ず
、庁僖。『『『酔蜀 奇。
③
児
童
の
理
解
度
に
適
し
た
賛
料
が
豊
冨
に
得
ら
れ
愚
も
の
で
あ
②
兜
童
が
取
り
組
み
易
い
単
元
で
あ
扇
こ
と
。
①
「
調
べ
学
習
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
の
効
果
が
上
が
る
こと。
る
こ
と
。
これらの条件が整えば、その成功率は一筒く、児童が成就
感をもてる「調べ学習」になる。
「調べ学習」の学習過程について、梱模原流立祷新小学校
唯
一
の
学
習
方
法
で
あ
る
と
主
張
し
な
い
と
こ
ろ
が
柔
軟
な
の
で
あ
し
て
全
て
の
単
元
に
お
い
て
行
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
⑥
く
る
方
法
が
主
流
を
占
め
て
い
る
が
、
先
駆
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を利用して「調べ学習」を進める学校も出始めている。
「調べ学習」は、全教科腱おいて可能であるが、年間を遮
等の手罰溌・万法がある。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
愚。実施については、以下にあげる条件がそろう必蕊がある。
２
「
調
べ
学
習
』
の
学
習
過
程
④
ビ
デ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
使
う
。
⑤インターネットによって調べる。
方
法
と
し
て
は
①
課
題
を
も
っ
て
校
外
学
習
腱
行
く
②
人
に
聞
く
③資料を使って調べる。（図齋館の活用）
長
倉
論
文
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
服 ￣
幸
全 みそれ
を
追
及
し
解
決
す
る
学
習
で
あ
る
。
、
砂
可
】
ｕ
ｕ
Ｂ
５
５
Ｐ
。
を 現撤
は
③
の
図
警
館
驚
料
を
使
っ
て
調
て
iEil 「
調
べ
学
習
」
は
、
児
議
朗
'三 これ
が
1９
串
卍
刑
醐
触
肘
Ｍ
Ⅲ
Ｍ
思
繋
盃
諦
認
刀
刀
刀
刀
印
■
■
⑥
、
ｎ
月
久
盟
騨
弘
訟
刀
刀
田
山
Ⅸ
助
■
■
。
筥
別
咳
凹
出
恥
⑤
呪
切
扮
刀
刀
刀
刀
刀
刀
■
宮田・冨愚）を基調とし、志向して研究を進めている。
倉
美
潔
子
教
授
の
提
噌
さ
れ
る
Ｒ
日
電
（
憲
切
◎
貝
・
の
Ｉ
漂
い
の
＠
の
例
を
あ
げ
て
記
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
清
新
小
学
校
で
は
、
長
「
調
べ
学
習
」
の
学
習
過
程
①
課
麟
設
定
（ァ）学級全体として統）したテーマを設定（教科の無闇計
画に基づく。）
（イ）大テーマを分析して、数個の噸テーマを設避
（ヴ）廟テーマをグループで分担
三）学級全体としての曰程を郷さえる。
（オ）グルＩプごとに嗽テーマを分析して、小テーマを設定
する。
（力）個別に分担した小テーマを更に分析し、芯るべく小さ
なことにもっていき、予想醤たて検証していく。
②研究計画の立案（グループごとに）
・小テ１マの分蝋
・調査方法、まとめ方（シポート、ノート、カード、新聞等）
の
決
定
・調籔研究の目標
発表方向冒頭、ＯＨＰ、ＯＨＣ、模造紙、紙芝層、レポＩ
卜透新聞等）を決める。
③賛騨の収集
どのような種類の賛料（図警、ファイル資料、ＶＴＲ、新聞、
雑
誌
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
等
）
ながり番考えて構造化する。そのことによって知識と
して定着していく。
③
保
騨
。
活
關
（
ァ
）
悩
報
の
検
索
（イ）溌料の選択
（ウ）賛料リストの作成
④
情
報
の
検
索
本の目次や紫引から小テーマに対応する祷報だけを見つけ
る。
⑤楕報の記録
（ア）記録鰯カードへの記入
（イ）鴎・表・グラフなどの作成
⑥まとめ
（ア）記入力ｌドの操作
小テーマごとに鱗報を比較し、重複する部分を削除し、
興
趣
ろ
情
報
を
連
結
す
る
（イ）保浮脇カード、ノート等への記入
調べた内容をもとに、自分の考え霧まとめて記入する。
又、もっと調べたいことや調盗・研究についての反省
なども記入する。
⑦伝達〈ァ
）
発
表
（
イ
）
レ
ポ
ー
ト
作
成
次
鱸
渡
の
児
童
が
溌
料
と
し
て
活
溌
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
（
ゥ
）
各
グ
ル
ー
プ
が
伝
達
し
た
こ
と
を
教
師
が
大
中
小
テ
ー
マ
の
っ
2０
恥一⑫ｗ殆閉町眈叱開朏吐■肘印叩ぺる品勧芹嘉蕗琢弘刀■瓜睡印、朏功■一囚】声ご甥蓋卸診辞駄刀瓜睡瓜睨睨悶酪凹甸埼Ｘ弘刀刀⑰既印山師助啓閉ｎｗｎｍｆ刀刀刀いい肘盈Ｕ【Ⅱ仔兜酩於＄一Ⅲ師山ごｍ慮りαⅨⅡ刀ⅡⅢ碑卜０
『調べ学習」の誕襲
蝋
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
平
成
六
年
度
の
全
国
学
校
図
書
館
研
究
大
会
秋
田
大
会
に
お
け
る
今
村
秀
夫
氏
（
当
時
実
践
女
子
大
学
）
の
識
３
学
校
図
書
館
『
利
用
指
導
」
に
つ
い
て
先にあげた「調べ学習」の指導過程を見て図齋館教育を
研
究
さ
れ
て
い
愚
方
は
、
す
ぐ
に
気
づ
か
れ
る
と
思
う
が
、
こ
の
学
習
過
程
は
、
学
校
図
警
鎗
の
新
し
い
『
利
用
指
導
』
の
考
え
方
に
酷
義
記
録
を
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
「学校図書館利用指導の範囲」
Ａ
、
問
題
の
定
式
化
自
分
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。
与
え
ら
れ
た
課
題
が
環
境
調べ学習。課題学習においてば、問題の潅式化がうまくいけ
ば、学習の６割は成功したと考える先生もいるくらい、この罐
式鑓は大切である。
Ｂ、情報探索・収藥
調べる事穂について情報を探したり、憶報源を探したりして
収集していく。
Ｃ
、
臘
報
内
容
の
理
解
・
分
析
問
題
で
あ
れ
ば
『
水
質
汚
染
」
、
郷
土
の
漁
業
で
あ
れ
ば
「
イ
カ
釣
り
漁
】
と
い
う
よ
う
に
テ
ー
マ
を
絞
る
こ
と
で
あ
る
。
た
り
批
判
し
た
り
、
取
捨
選
択
を
重
ね
る
。
、、情
報
の
生
成
その子癒りの錆報を再生産する。
Ｅ
、
情
報
の
蓄
積
。
伝
達
情
報
源
鞠
憶
報
の
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
り
自
分
癒
り
に
分
析
し
び
方
を
学
ば
せ
る
』
こ
と
で
あ
る
と
深
く
認
識
す
る
に
至
り
、
学
校
図譜鑓関係者も又、学校図書館の役割は『学び方を養う」
『学ぶことを支援することである」と明確にとらえているの
４
教
科
学
習
と
学
擬
図
書
館
の
｛
体
化
以上述べてきたように「学び方を学ぶ』「調べることによ
って疑問を解決する』等の考え方電方法において、一般の
教
科
学
習
と
学
校
劉
警
館
の
利
用
指
導
の
考
え
方
が
今
一
体
化
し
っ
習
と
学
校
図
霧
館
を
結
び
つ
け
た
と
い
う
発
想
が
革
新
的
で
あ
っ
た
館
資
料
を
活
か
し
た
学
習
指
導
法
の
研
究
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
指導」皿
て探す、
●あった。
む
し
ろ
こ
れ
は
極
め
て
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
る
。
教
科
の
学
「利用指導』の考え方が全く一致してきているのである。
もっとも、「調べ学習」のそもそもの始まりが、学校図謹
Ｅ
ま
で
で
あ
る
と
し
る
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
ｃ
そ
れ
に
伴
っ
て
、
や
や
読
鶴
セ
ン
タ
Ｉ
と
し
て
の
色
合
い
のでしある。
ように、『調べ堂巍邑
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
多くの教師は、
今
村
秀
夫
蕊
翻
身
も
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
の
人
々
の
前
で
、
様
々
較
手
段
を
使
っ
て
発
表
す
る
。
!ま
、
あ
る
い
は
繕
報
源
を
ど
う
集
め
て
い
く
か
と
い
う
技
術
で
しかし、現在では、「利用指導』の概念は、Ａから
Ｂ
「
情
報
探
索
。
収
集
』
で
あ
り
、
情
報
を
ど
う
や
つ
、
教
科
の
授
業
に
お
い
て
最
も
霞
要
な
》
の
学
習
過
糎
と
学
校
図
譜
鑓
教
育
に
お
け
る
」とは『学
鐘利悶この
2］
咄Ｌ色町慣】Ｘ、Ｍ弾跣盟既叱叱叱叱叱叱恥昭脾隅閥閖ｗｕ肋区瓜嵐鞄寓、公認竪夢３コ刀刀刀刀刀刀Ｐ刀出賛ＵＵ』罰盟刀刀刀
・
央
砂
、
惨
⑤祷導者が児童生徒に学ぶテクノロジーを教えてこなかつ
｝』Ｙ〆］Ｏ
④教科の学習が、
き
た
こ
と
。
平成四年度には文部省腱よる読霧調査、五年一一一月には三
十数年ぶりに「学校図書館図書標準」が設定された。さら
長
い
鞠
低
迷
気
味
で
あ
っ
た
小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
で
あ
っ
た
が、現行の教育課程の実施期と歩調を合わせるように、よ
允・
等
の
理
醐によるものである。
実
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
。
②学校図誓館の蔵書構成が、文蝋・読み物中心になってい
たこと。
③学校図書館法の理念・内容がよく理解されていなかった
あった。それにはいくつかの理由をあげることができる。
①小中学校の学校図欝館に司警教諭がおらず灘その整備・充
う
や
く
そ
の
霞
鍵
腔
が
認
識
さ
れ
始
め
て
き
た
。
５
学
校
図
書
館
の
転
換
期
当
に
寄
与
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
状
況
に
の
総
則
に
示
さ
れ
て
い
ろ
と
変
わ
り
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
学校翻警鎗法には、学校図讓館の役割は「教育課程の展
開に寄与する』ことであると明記されているのであるが認本
の
濃
か
っ
た
学
校
図
霧
飽
が
、
よ
う
や
く
各
校
の
学
習
セ
ン
ターへ
学
校
図
書
館
を
必
要
と
し
な
い
形
で
行
わ
れ
て
た
と
い
う
定
説
も
、
あ
る
い
は
一
洞
の
真
実
を
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
我
が
鯛
の
学
校
教
育
は
ほ
と
ん
ど
学
校
図
書
館
と
無
縁
粒
ま
ま
に
長
自
己
教
育
力
を
培
う
に
最
適
の
方
法
で
あ
る
問
瀧
解
決
型
の
学
習
が成卿する条件が学校図誓館の活用にあるにもかかわらず、
学校図響館が、
動
を
も
と
に
し
て
、
ど
う
か
が
間
わ
れ
は
始
め
た
の
で
あ
る
。
「学校図欝館法』の一部改正があり、
鰯
に
旗
っ
た
学
校
図
書
館
の
活
用
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
の活用に努めること」に連動するものである。前の学習祷
導要領に示されていた単に「学校図醤館を計画的に利用す
る
こ
と
」
と
の
違
い
に
留
意
し
た
い
。
各
校
に
お
い
て
は
、
新
学
力
協
力
者
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
。
い間連綿と続けられてきたのである。クラスの教室におい
て
教
科
響
だ
け
を
唯
一
の
学
習
資
料
と
し
て
、
あ
と
は
ノ
ｉ
ｆ
チ
惠
学
級
以
上
の
学
校
に
は
、
に放った。
り
、
平
成
六
年
一
月
に
は
「
児
童
生
徒
の
読
譜
に
関
す
る
調
査
研
究
コ
ク
、
に
平
成
通
年
度
に
は
【
学
校
図
書
館
蕊
術
新
５
力
鱸
計
画
』
が
始
叢
こ
れ
ら
の
施
策
は
”
平
成
元
年
度
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
黒
板
を
も
っ
て
知
識
伝
達
型
の
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
学
校
教
育
の
充
実
と
発
慶
に
寄
与
し
て
い
る
か
賢
料
の
収
集
。
整
臓
・
保
存
・
提
供
な
ど
の
活
『
学
校
図
書
館
を
計
画
的
に
利
用
し
、
図
書
館
司
霧
教
諭
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
さ
ら
に
平
成
九
年
度
に
催
平
成
一
四
鎌
度
ま
で
に
一
そ
囲協
：．即冊叺Ⅲ命氏噴鷺罰帥叱叱硲蛍唖。驚尾罵鰯路殉八ｍｍ助瓜服ＢⅡＵｗｕ蛤貰浄品塊詮助既随Ⅸ砂圃Ｕ』顔、Ｕ関｝蘭：刀四ｍ里ｍＢＵｎｎＵヰッロッも刀刀刀ｎＷ弘承：□Ｎ』愚：：ソ脚刀。
｢調べ学習」の誕蝋
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
視
点
に
据
え
て
、
鴇
時
代
に
現
れ
た
代
表
的
戴
理
論
、
教
育
観
、
実
践
例
を
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
と
り
あ
げ
、
各
祷
代
の
教
育
観
の
中
に
そ
の
概
念
が
全
く
無
か
っ
た
と
い
う
わ
け
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
在
り
方
か
よ
り
明
確
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
諸
答
申
、
学
習
指
導
要
領
、
各
教
育
理
論
、
れ
だ
の
は
昭
和
五
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
内
容
で
あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
答
申
に
は
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
『自ら考え正しく判断できる力をもつ児童の育成を重視しな
教
育
課
程
は
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
と
充
実
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
理
念
．
な
が
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
が
ら
」
の
こ
と
で
あ
る
と
、
以
後
の
『
圃
己
教
育
力
」
１
昭
和
激
二
年
度
改
竃
学
習
指
導
要
領
今日の学校生繕に比べて、
内
容
は
霞
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
っ
た
。
理
念
と
さ
れ
た
『
ゆ
と
り
と
充
実
」
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
こ
の
こ
と
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
学
校
教
育
も
又
肥
大
化
の
傾
同
に
あ
っ
た
。
校
生
潅
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
先
ず
、
昭
和
五
一
年
の
教
育
課
程
霧
議
会
の
答
申
で
あ
る
。
鋼
キ
ー
ワ
ー
ド
『
自
己
教
育
力
」
拒
霧
る
窪
的
経
緯
学
校
週
五
日
制
が
始
ま
っ
て
、
幾
分
か
の
ゆ
と
り
は
感
じ
ら
れ
る
に
、
人
の
経
済
が
高
度
成
長
を
続
け
る
時
代
に
あ
っ
て
、
「
繍
塾
教
育
力
」
と
い
う
言
葉
が
直
接
便
わ
当
時
は
確
か
に
過
密
感
に
充
ち
た
学
教
育
力
」
の
概
念
に
つ
し
か
し
Ｘ
こ
の
改
定
の
こ
れ
は
こ
れ
に
よ
っ
て
何
も
か
も
取
り
込
み
、 他の こ
の
考
え
』
云
々
よ
り
も
『
ゆ
と
り
と
充
実
」
の
方
が
強
い
共
感
を
も
つ
か
か
え
こ
む
こ
と
が
善
で
あ
る
か
の
よ
う
な
学
校
経
営
が
一
般
に
進
められていたのである。そうした状況下においては、「自ら
論
文
を
蕊
調
と
し
て
一
Ⅶ
生
涯
教
育
」
の
課
題
が
正
式
に
討
論
さ
れ
、
六
五
年
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
ラ
ン
グ
ラ
ン
提言され、
２
焦
涯
教
育
論
と
の
関
連
前
述
の
答
申
の
丁
度
十
年
前
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
、
今
で
は
有
名になったラングラン（Ｐの□ぬ日且》祠）の雛涯教育の概念が
わ
り
の
良
い
、
現
実
的
放
キ
ャ
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
な
観
告
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
事
務
局
長に送付されたのである。
て
現
場
腱
迎
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
社
会
の
生
活
全
体
に
わ
た
る
水
平
的
次
元
の
綱
方
に
つ
い
て
、
必
要
な
統
れ
愚
數
鶯
の
譲
鑓
Ｉ
そ
れ
ゆ
え
に
全
体
と
し
て
総
合
的
で
あ
る
こ
と
合
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
。
が
必
要
ば
教
育
の
過
程
１
１
を
つ
く
り
上
げ
活
動
さ
せ
る
原
溌
と
し
て
の
八
生
涯
教
育
ｖ
と
い
う
構
想
霧
承
認
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
ユ
ネ
ス
コ
の
第
票
回
成
人
教
育
推
進
国
際
委
貴
会
Ｃ
九
こ
の
勧
告
を
受
け
て
ユ
ネ
ス
コ
は
一
九
六
七
、
ユ
ネ
ス
コ
は
誕
髄
か
ら
死
に
至
る
ま
で
、
人
闘
一
生
と
い
う
鰭
系
列
に
そ
っ
た
蕊
癒
的
愈
次
元
と
、
世
界
的
に
注
目
を
引
く
よ
う
に
な
っ
■
■
、
、
■
■
■
ｒ
■
・
妬
Ｕ
Ｌ
Ｐ
、
凹
可
凹
凹
、
、
曲
凹
凹
凹
、
■
、
腓
Ｕ
ｕ
Ｂ
■
ツ
チ
フ
レ
１
ズ
の
恐
さ
を
感
じ
戦
い
の
さ
り
な
が
ら
、
耳
ざ
六
八
年
事
業
計
画
ていたｃ
一
生
を
通
し
て
行
わ
そ
の
た
坊
個
人
及
び
そ
切患
町別Ⅳ■５巴凡心配再開路叱叱叱叱叱叱阯略助肘＄笛Ⅶ胆』可●竃露魂刀刀刀助函⑰■凹闘ｎｎＲ尹弘皿刀刀可、渦ｃ的間尹莇ｗＭ刀シ可浄冊凹卸品酩躰患刀刀】鼠偲押ｎ月扮働脚ザツⅨ
本
的
な
施
策
に
つ
い
て
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ら預年後、昭和四六年六月に出された中央教育審議会の答
申『今後における学校教育の総合的粒拡充整術のための鍵
科で現代化が折り込まれはしたが、少なくとも四○年代に
おいては諸答申の段階にあり丙学校教育へのつながりにま
和四二年度の小学校学習指導蕊領改訂に際して、
この生涯教育論、教育の現代化理論の我が国における直
接的蕊闘接的な表れ方を追ってみたい。その表われ方は、昭
た。そしてやがて起こる大学紛争は、高校にまでその紫を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
。
線が開通した直後であり蕊高度成長下のまっただ中であっ
でば薫っていなかったと考えられる。ラングランの提唱か
ろ。我が国でいえば、時は東京オリンピックを終え、新幹
「学ぶ方法を学ぶ』ことであると明確に示していたのであ
の中で、はじめて「生涯教育」の問題を登場させ、その構
想を広く世界的規模で展開し、推進していくことにした。
ラングラン論文と同年に鑓された全米教育協会（ＮＥＡ）
のレポート「教育の現代化』（ｍ○百．］②能貝夢の、員蔵の、）も
生涯教育に通じる発想腿立ち注目を集めていた。同レポー
トは、教育の主要圏標の基礎として、次の議項をあげていた。
．そして、
牝〆〕。
．いかに学習するか、いかに新しい問題と取り組むか。
同レポートば、教育の現代化とば『いかに学習するか」
いかに新しい知識を獲得するかの方法を学ぶと
一
部
の
教 姫公出ツ軒
ｎ
ｊ
Ｂ
扮
■
巳
抜
粋
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
鴇申を出すに至ったのは、審議途中報告を繭ね、それから
十年後のことであった。昭和五六蟻六月の同答申の内容を
完
成
さ
せ
た
形
で
中
央
教
育
審
議
会
が
この答申から、この頃我が国においてもようやく生涯教
育の霧え方を基本約較視点に据え始めていることが読み取
れる。この答申に表わされた生涯教育の考え方を発展させ、
そこに楽しみを見出すことができるような生き鱗きとした人
間を湾てることが大切である。このことは生涯教育にとって
欠くことのでき趣い基礎であり、この時期における学校教育に
課せられた重要な課題である。（中略）
幼少期においては、健縢。体力つくりを科学的研究の成果を
基腱推逃す愚と共に学ぶ意欲を溝て、物蕊を劇ら進んで考え、
髄
活
の
鍵
盤
を
目
指
し
た
教
育
課
程
が
実
施
に
移
さ
れ
っ
対して、現在子供自ら譜え、穂極的に学び、伸び伸びと活動す
ることができるようにと、ゆとりのある、しかも充実した学校
（
こ
学
習
の
た
酌
の
意
欲
・
能
力
の
禰
養
我が国の初等中等教育は、従来ややもすれば、既成の知識を
与えることに主眼を邇く傾阿が強かった。このような傾向に
一学校教育における生涯教育の観点の重視」
識する動きがあるのは、今日及び今後の徽会において人間が蔵
面する人簡形成上の重要な問題に対応して、いつ、どこに、ど
ん葱教育の機会を用意すべきかを考えようとするものである。
近
年
い
わ
ゆ
る
生
涯
教
育
の
逝
場
か
ら
教
育
大
系
を
総
合
的
に
漣
検
酌
ザ
ツ
ツ
砂
⑪
可
出
研
砂
ツ
、
、
、
偶
５
５
円
凹
「生涯教育」の本格的坂
つ←の諺。。
2４
■
研
苧
】
⑰
弘
盈
酩
冊
帥
帥
蝕
砥
助
巾
脚
一
舐
⑪
略
曽
〉
開
閉
縄
・
品
麟
螢
）
野
鄙
刀
刀
冊
】
㈹
】
闇
討
呪
も
刀
い
■
」
シ
ｎ
Ｒ
ｈ
関
：
｢調べ学習」の誕生
実
し
た
し
｝
少
『
ら
え
る
こ
と
が
で
髪
）
る
の
で
は
粒
か
ろ
う
か
。
後
の
小
委
員
報
告
に
記
さ
れ
た
『
自
画
教
育
力
』
と
い
う
言
葉
に
総
ブ
ル
ー
ナ
ー
は
、
先
に
述
べ
た
『
教
育
の
現
代
髄
理
論
』
を
ふ
ま
え
た
二
人
一
園
主
的
に
学
び
、
渡
動
す
る
力
を
養
う
」
と
い
う
考
え
方
が
、
こ
こ
で
は
既
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
社
会
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
基
礎
と
し
て
の
学
校
教
育
と
い
う
視
点
が
し
っ
か
り
と
賞
か
れ
て
い
諾
『
世
界
』
に
お
い
て
も
『
戦
後
へ
の
訣
別
」
（
八
月
号
）
が
特
築
さ
し
て
の
学
習
に
よ
っ
て
塑
体
化
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
客
観
的
、
文
化
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
（
『
文
藝
瀞
秋
』
中
野
好
夫
論
文
）
と
い
う
鷺
■
葉
が
、
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
昭
和
三
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
雑
義
学
習
』
と
訣
別
を
醤
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
生
涯
教
育
論
や
、
れ
る
な
ど
罰
戦
後
は
終
わ
っ
た
と
の
論
が
盛
ん
に
液
っ
允
議
○
年
代
の
幕
開
け
賎
、
教
育
の
世
界
に
お
い
て
も
、
二
○
年
代
の
「
経
験
主
３
昭
和
三
○
年
代
の
概
観
昭
和
三
○
年
代
の
前
半
慰
当
時
一
つ
の
流
行
語
と
も
な
っ
た
「
も
が
も
た
ら
す
教
育
釣
効
果
に
も
配
慮
し
、
そ
の
》
職
の
推
進
蚤
図
る
こ
と
○
年
代
は
確
か
に
う
務
め
る
と
と
も
に
、
力
を
養
う
た
め
児
邇
の
多
様
な
能
力
、
関
心
に
穂
擬
的
に
働
き
か
け
る
よ
ま
た
、
児
童
の
発
達
に
応
じ
て
一
人
一
人
が
自
主
的
に
学
び
、
活
動
す
為
し
、
基
礎
的
較
知
識
・
技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
爾
鏡
す
べ
き
で
あ
る
。
が
望
ま
れ
る
。
（
後
酪
）
に
教
育
の
方
眼
を
置
き
、
具
体
的
較
潅
動
を
通
じ
て
学
習
擢
導
を
展
臓
小
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
ま
ず
児
童
の
学
習
意
欲
の
芽
を
育
む
こ
と
学
年
を
超
え
た
異
年
齢
層
の
児
蕊
の
接
触
、
←
【
⑭
】
■
崎
②
、
■
⑭
八
ｍ
】
砧
』
毎
コ
コ
ザ
５
５
コ
再
呪
人
が
二年 交流
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
知
的
教
育
は
、
単
な
る
知
識
の
伝
遮
・
伝
授
で
放
く
、
知
識
や
文
化
財
の
教
青
を
通
、
》
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
である。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
十
辮
間
は
、
系
統
学
習
の
全
鱗
期であった。この年代には、『プログラム学習」、算数科に
お
け
る
『
水
道
方
式
」
な
ど
の
驚
場
を
見
た
が
、
毅
も
脚
光
を
浴
び
統
学
習
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
愚
。
こ
の
よ
う
に
社
会
においても、学校教育においても、戦後十年を経て、昭和三
ク
ー
号
の
成
功
は
、
全
世
界
に
い
わ
ゆ
る
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
我
が
国
の
教
育
も
熟
ま
る
で
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
財
、
知
識
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
学
習
渚
が
自
己
の
文
化
を
創
造
し
、
人
櫛としての”生き〃を発見すること》を主張したのである。
一「学ぶ腱蝉する『意味』が理解されるような科壁傘的・学問的
た
い
心
蕊実を学習者各人が瓢自己の〃雛き方〃との緊迫した対艤と
し
て
の
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
独
倒
文
化
の
創
造
に
あ
る
」
し
て
、
道
具
と
し
て
、
そ
の
上
に
世
界
に
つ
い
て
の
独
自
の
見
解
を
た
教
育
理
論
の
代
襲
的
な
も
の
は
、
よ
う
に
三
薫
年
の
学
習
摺
導
要
領
の
改
譲
を
期
に
し
て
、
ブ
ル
ー
ナ
ー
理
論
の
骨
子
で
あ
る
「
独
自
の
見
解
を
創
造
す
る
」
三
一
》
鯆
腱
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ー
ー
「
人
々
は
修
得
し
た
文
化
遺
藤
の
部
分
を
土
台
と
咀
・
９
可
可
凸
冷
可
曲
毎
■
つ
の
時
代
の
区
切
り
を
強
烈
腱
記
し
て
い
た
の
ブルーナー理論（画『巨富のこ・
一
気
に
系
と
し
て
、
2５
「自己の主体的な生き方にかかわる学習の達成」「人間とし
て
の
生
き
を
発
見
す
る
」
等
の
内
容
は
、
先
に
述
べ
た
昭
和
五
八
年
の
中
教
審
小
委
員
会
に
お
け
る
「
自
己
教
育
力
と
は
、
主
体
的
に
学
ぶ意欲、態度、能力などをいう」「自己教育力とは、学習の
仕方の習得である」「自己教育力は、これからの変化の激し
い
社
会
に
お
け
る
生
き
方
の
問
題
で
あ
る
」
等
に
全
く
符
号
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
「
自
己
教
育
力
」
は
、
突
然
天
か
ら
降
っ
て
き
た
り
、
地
か
ら
涌
き
出
た
概
念
で
は
な
い
。
諸
々
の
史
的
経
緯
が
背
景
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
ブ
ル
ー
ナ
ー
理
論
の
研
究
の
高
ま
り
は
、
系
統
学
習
全
盛
の
昭
和
三
○
年
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
現
状
に
あ
き
た
ら
ず
、
よ
り
次
元
の
高
い
理
論
を
渇
望
し
て
い
た
教
育
関
係
者
の
思
い
を
推
測
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
、
た
と
え
そ
れ
が
道
具
と
し
て
で
あ
っ
て
も
、
土
台
と
し
て
の
文
化
遺
産
・
知
識
を
も
重
視
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
経
験
主
義
学
習
を
明
ら
か
に
抜
い
て
い
た
理
論
で
あ
る
。
四
○
年
を
経
た
今
日
に
至
っ
て
も
な
お
か
つ
そ
の
新
鮮
さ
、
現
代
性
を
失
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
を
実
践
に
移
す
方
法
論
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
グラム学習や発見学習等、三○年代から四○年代にかけて、
い
く
つ
か
の
学
習
法
が
提
唱
さ
れ
て
は
い
た
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
影
響
を
学
校
現
場
に
及
ぼ
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ブ
ル
ー
ナ
ー
理
論
は
、
理
論
的
に
は
よ
く
認
識
さ
れ
共
感
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
有
効
な
方
法
論
と
結
び
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
理
論
を
実
践
に
移
す
方
法
論
が
完
成
さ
れ
て
い
な
か
４
昭
和
二
○
年
代
の
「
自
由
研
究
」
戦
後
の
新
教
育
は
、
昭
和
二
二
年
に
教
師
の
「
手
び
き
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
学
習
指
導
要
領
一
般
編
」
（
試
案
）
と
共
に
始
ま
る。それによって最も変わったのは、次の三点であった。
①社会科が設けられたこと。
②家庭科が加えられたこと。
③
自
由
研
究
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
。
本稿においては、このうちテーマとの関係上、「自由研究」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
「
自
由
研
究
」
は
、
「
児
童
の
自
発
的
な
活
動
を
誘
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
習
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
」
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
戦
前
、
戦
後
の
我
が
国
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
の
み
登
場
し
た
教
科
で
あ
っ
た
。
「
自
由
研
究
」
の
ね
ら
い
は
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ある「自ら学び自ら考える力の育成」に極めて近い。
「自由研究」は、昭和二六年の第一回指導要領の改訂で廃
止
と
な
り
、
わ
ず
か
数
年
間
存
続
し
た
だ
け
の
教
科
で
あ
っ
た
。
「
自
由
研
究
」
の
ね
ら
い
で
あ
る
「
個
人
の
興
味
と
能
力
に
応
じ
た
自
由
学習」は、「かなりにまで各教科の学習の時間内にその目的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
と
、
「
教
科
以
外
の
ったという方が正鵠を得ているかもしれない。
知
識
伝
達
型
で
な
い
、
児
童
を
主
体
に
捉
え
、
彼
ら
の
自
己
実
現
の
た
め
に
こ
そ
学
校
教
育
は
あ
る
の
だ
と
す
る
考
え
方
そ
の
も
の
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
2６
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｢調べ学習」の誕生
教
育
釣
に
有
効
な
活
動
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
包
括
す
る
方
が
適当である」というのが廃止の理由であった。
し
か
し
趣
が
ら
、
『
自
由
研
究
』
の
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
は
、
二
○
○
旨
で
あ
っ
た
『
児
童
の
興
味
に
従
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
習
が
す
た
ら
、
時
閣
内
に
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
に
護っては懐疑的にならざるを得ない。『自由研究」設迩の趣
も
実
施
で
き
る
と
い
う
「
総
合
的
葱
学
習
」
に
似
通
う
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
探
求
型
の
教
科
で
も
あ
り
、
自
三
教
育
力
そ
の
も
の
をねらいとする教科であった。
廃
止
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
『
か
な
り
に
ま
で
各
教
科
の
学
習
の
ぎ
た
今
回
の
改
定
に
お
い
て
叉
し
て
も
「
多
く
の
知
識
を
抱
え
こ
む
の
は
昭
和
二
八
年
八
月
で
、
同
法
は
翌
二
九
鶴
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
め
ら
れ
』
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
校
教
育
が
延
々
と
続
い
て
き
た
からこそ、折にふれて教育改革が叫ばれ、皿年ごとに指導要
領
の
改
定
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
を
遇
二
年
度
か
ら
始
ま
る
新
教
育
課
程
を
先
取
り
し
て
、
方
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
！
』
を
教
え
ら
れ
な
い
が
為
に
存
在
理
由
を
失
っ
た
教
蒋
で
あ
り
穂
経
験
籠
義
学
習
も
又
、
児
童
の
生
活
重
視
と
い
う
理
想
を
追
い
な
が
ら
辮
識
や
文
化
財
の
教
育
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
児
童
生
徒
の
学
力
低
下
を
ま
ね
く
と
い
う
弱
点
を
露
呈
し
た
の
で
あ
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
教
育
の
基
調
を
転
換
し
…
…
」
と
の
プ
レ
ｉ
ズ
が
折
り
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。
った。崇高な理念はあり粒がら、
い
「
自由研究』の消滅であった。
『
自
由
研
究
」
は
雨
理
想
を
追
い
求
め
な
が
ら
、
指
導
者
が
『
学
び
準
」
を
法
制
化
す
る
た
め
に
、
異
体
的
な
方
法
論
を
も
た
な
属
じ
よ
う
な
理
想
を
掲
げ
蔵
ろ
は
露
二
○
○
来
年
度
か
ら
で
考
え
鳥
力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
科
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
ら
、
我
ち
な
み
に
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
学
校
図
醤
餓
設
立
の
基
と
な
っ
た
『
学
校
図
欝
館
法
」
が
制
定
さ
れ
た
あった。
尋らい←質
が
国
の
学
校
教
育
は
、
ま
た
違
っ
た
道
程
を
た
ど
っ
た
か
も
し
れ
救
い
。
と
も
あ
れ
、
観
念
的
な
教
科
の
限
界
を
示
し
、
い
ち
早
く
見
切
じ得ない。
そ
の
芽
を
摘
ま
ず
に
電
圏
由
研
究
」
が
雨
児
童
が
厨
ら
学
び
自
ら
が彰ら、〈
につけ気
努
力
を
今
振
り
返
っ
のである。
嘱
蕊
生
徒
の
た
め
に
全
て
の
学
校
に
図
警
館
を
と
の
先
達
の
瀬
い
と
準
些
が
、
『
学
校
図
讓
法
」
設
立
の
端
緒
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
署
名
は
、
実
に
闇
万
人
に
も
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ｃ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
昭
和
二
四
年
文
部
大
臣
の
諮
潤
機
関
で
あ
っ
た
学
校
図
響
館
協
議
会
が
答
申
し
た
「
学
校
図
憲
館
遜
れない。
り
を
つ
け
ら
れ
た
時
代
の
申
し
子
と
も
い
え
ろ
ま
だ
、
戦
後
い
く
ば
く
も
経
た
な
い
不
安
定
な
世
禰
と
生
活
の
中
で
、
今
華
々
し
く
登
場
し
て
い
る
『
総
合
的
趣
学
習
』
を
考
え
る
こ
れ
以
上
に
大
き
い
教
意
上
の
歴
史
的
皮
肉
は
な
い
か
も
し
し
か
し
な
が
ら
、
『
目
溢
研
究
」
設
置
の
時
に
書
か
れ
た
ね
他
の
全
教
科
を
束
ね
て
今
だ
に
実
現
し
得
て
い
な
い
と
し
教
青
と
は
随
分
と
回
り
道
を
す
る
も
の
だ
と
の
思
い
を
禁
て
み
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ろ
学
校
現
場
か
ら
国
会
へ
議
せ
ら
れ
た
〕、いち早く見切
『自由研究』では
この「鰹
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この教育改造への新しい動きは、私立学校、師範学校付
属学校を中心腱胎動し姶砧た。例えば、明治四五年我が国
の初等教育段階における最初の新教育実践の学狡として創
設された成践小学校等の学校においては、教師と児童との
ふれあいを基礎に、児童の屋発性・個性の尊重を教育方針
として標袴していた。千葉付属小学校の『訓育は自治、教
授は自学』という自由教育の主張と実戦が全国的に浅目さ
れていた。同校では、一澪鱗を含む学級自桧会を噸心とす
景とした新教育運動である。新教育運動の影響を受けて兜
童文化の創造が進められ、自由画教育や文護教育が瞳まっ
た。学校行事では電劇を中心とした学芸会・展覧会蔵どが
生まれ多様化した。
小学校教育においては、教師中心の注入主義に対して、児
童中心の教育が提唱された。大正デモクラシーを理論的背
起こり電
大正期、我が国の経済感、第『次大戦の影響をも受けて
大いに発展した。又欧米諸国との交流の深まりによって、
その文化、思想の影響は大正デモクラシーの思潮となって
霊
』
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
５
「
自
温
教
育
力
』
の
創
始
と
し
て
の
大
緊
の
新
教
音
更に少し時代をさかのぼる。
本来であれば、強力なパートナ…であるべき学校図醤館
の誕生をも待たず穂孤立無援の中に消えていった「自由研
政治・経済・出版などに多大の改変をうながした。
が掴の学校教膏の歩みは、いったいどのようにとらえ評価
今回の戦教育課程改善熱準のねらいと、
念が同じ方向をめざしているとすれば、
教授法を取り入れた指導を韮張した。
以上忌校の例も、最近教育関係者諸氏の等しく説く「児
童の個性霞視』『児童寵体の教育」と何と似通っていること
発的学習を重んじ、教え方よ手であるよりは、学ばせ方上
手の教育に変更したい、強権主義の教育はかなぐり捨てて、
全児窺中心の教育を進めたいと述べて、自由研究・分圃的
したが、これは教授万能主義に対して、児童の鴬主的・自
この大顧の新教育の思潮は、やがて各地の小学校へも広
がっていった。筆者が成育した相模原市域の小学校におい
ても、その例を幾多見ることができる。
旭小学校訓導杉崎正義は為大正通年「綴り方の生活化」を
主張し、綴方教慧の不振の原因蝋『児童の実生活を忘れ、
邑
杠
もしくは之に真交渉なき教授」にあるとして、児童の実髄
活に立脚する綴方教育の大切さを述べている。又、大正一
二年鴎名小学校長神田登蕊は『綴方教育」をまとめて発議
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
の
教
育
観
や
教
育
方
法
の
根
幹
に
お
い
て
”
る
自
治
訓
練
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
児蕊が自治的活動として行った主なものは、写生遠足会、
自治集会、学芸発表会、展覧会、理科祭、綴方批評会、繍
互忠告、お伽会、ひ趣祭、学校奉仕、錬胆会などである。ま
さに当時の「総合的な学習」愚のものである。
大
腿
の
新
教
育
の
理
そ
の
灘
に
お
け
る
我
阻H１
則
叫
Ⅳ
Ⅱ
■
茂
氏
⑥
防
門
』
協
出
晩
｢調べ学習ｊの誕生
綴
週
す
る
こ
と
に
な
る
。
教
瀞
と
は
、
一
つ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
世
紀
を
単
位
と
す
る
時
間
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
と
す
れ
ば
罰
半
世
紀
を
要
し
て
い
る
。
青課程による教育が、
い
の
で
あ
る
。
ひ
臼
「運に不学の戸なく、家に不学の人なからしめん》』とを期
す。』（学制「太政鴬布告』）との理念の下に始まった我が国
の
公
教
育
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
の
教
育
観
で
あ
っ
た
「
教
授
」
か
鐸
度
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
「
学
校
図
書
鑓
を
活
用
し
た
課
題
解
決
学
習
（調べ学習）を通して」である。）
活
動
を
遅
し
て
ｌ
醤
研
究
主
繼
と
し
て
研
蝿
を
進
め
た
鼠
園
ら
活
動
す
る
子
の
育
成
」
１
１
学
校
曝
書
館
の
発
実
と
効
果
的
な
者
が
実
際
に
研
究
に
携
わ
っ
た
相
模
原
市
立
清
新
小
学
校
の
例
を
述
Ｔｂ
、
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
ロ
本稿で追ってきたテーマである「酒塾教育力」の本当の
ル
ｉ
シ
は
、
実
は
こ
の
時
代
の
教
育
に
こ
そ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
粒
で
あ
ろ
う
か
。
五
「
調
べ
学
習
』
に
つ
い
て
の
研
究
を
終
え
て
き
て
、
再
び
『
調
べ
学
習
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
蕊
く
る
こ
と
に
す
る
。
祷鵜小学校では穂平成六繩度から四年間覇「地域に親しみ
大正の新教育で鑓張された『学習」
田
尽
亟
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そ
れ
は
丁
度
大
正
の
新
教
育
か
ら
数
え
て
約
一
臘
紀
を
そ
し
て
、
二
○
○
二
年
か
ら
始
ま
る
新
教
本
当
に
根
づ
く
ま
で
に
十
年
程
を
鍵
す
る
へ
職
換
す
る
の
に
約
（平成九
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画三碑めいの○宮。、言砕Ｃ口吻』⑭計の雲□一い囚Ｈの印邑』一○閨→琴のの⑩】⑫茸艶国
甸ＨＣ碗円山国・○済、⑫②命の陣ロゴ例口、白の奇声。“切毫①廓の９田画⑭計濟○凹］』』
Ｃ藏四ごｍのｇ益の煙○豈の捕切的昌○気、］の拷二ご獄。『の□・ロ幽門の口靜いずの○四ヨ①
口
室。Ｈの、○○口の月四寸舜ご》の再雪【の］働哉】。ご｛。⑫』］②○ず○・房
方
に
よ
っ
て
は
、
児
童
が
生
き
生
き
と
自
ら
設
定
し
た
課
題
や
読
讓
に
奴
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
筆
者
に
と
っ
て
感
動
的
趣
経
験
で
あ
っ
た
。
濁
校
の
研
究
・
実
践
の
結
果
は
銘
ご
指
導
い
番
の
大
鏡
模
校
で
あ
る
。
そ
う
し
た
学
校
に
お
い
て
も
、
指
導
の
仕
た
だ
い
た
長
倉
美
恵
子
教
授
（
笑
践
女
子
大
学
）
の
論
文
を
も
っ
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。
性
等
の
個
性
が
尊
璽
さ
れ
て
い
る
他
、
通
し
て
、
児
童
の
意
欲
を
培
い
、
自
泣
し
た
学
習
者
を
育
て
た
い
と
の願いに立っていたのである。「調べ学習』の特長は、自分
る
、
読
み
と
る
力
の
基
礎
と
な
る
読
脅
指
導
に
も
力
を
筏
い
だ
。
の
育
成
等
。
非
常
に
豊
か
ぽ
学
習
価
値
を
内
臓
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
、
研
究
を
進
め
な
が
ら
改
め
て
実
感
し
た
。
で
課
題
を
設
定
す
る
、
自
分
で
賛
料
を
探
す
な
ど
、
清
新
小
学
校
は
、
現
職
児
童
数
一
五
○
○
人
を
数
え
る
日
本
で
又、同校では、「読欝に親しむ》麟勤』として、賢織を調べ
費
料
情
報
を
探
し
丙
使
い
、
ま
と
め
る
探
求
型
の
探
す
な
ど
、
自
主
性
、
嘗
発
遮
求
力
・
表
現
力
、
創
造
性
「調べ学習』を
29
シ，円坊劇印別ⅢⅡ凶冊昆閃西蘭》唖関恩品〈認騨甥２２一服Ⅲ押鷺§然酩区：へ缶辞黙曰》⑬２２２０瓜閃｝Ｎ尹尻Ⅸ執凶０瓜睡０【皿０出押Ｕ、再ｐ出馬
。、蔵』洲四つの１ｍ四一澪こい瑁匡】、の喜一。『画ご］の汁○○萱』》旦汁の露営弱』｛
○○雲可夢国の鞄・堂の切鄙」◎ヨーごｍＣｍの印屍○壷艶色悶田②回。ご郎の“の口（』宮、
凹○→盛ご』奇骨の⑫四回ご吋○や廓挿画岳の再『・
ロ昌芹」ｍＥｍ巨餌一命Ｃ感降ご」○の餌。］鱒⑫②○命。》再］○句③雪彗ご念Ｃ
ののどの岡、］ぬＨＣロロ切開Ｃ村、壷』月蝕ずのＩの餌雰迄②電厚『彦の。］四ｍｍ芹の画○雪の魂
国庫、含宮凹どの｛ぼの門挿邑③］時の、ご○ロ鯰凶ご芦］』｛『Ｃ玲晩門・皀口房ごｍ
どの○四厘ｍの（戸の○○言》帛曾噸巨円陣読舜○ロ○門画、Ｈ》○皀己②汁吋Ｃ回函］巨
控亘畿一屋③皀○のｍ計画の』ヨユ」ご芦口唇四］』の四Ｈ園。こい。識》の四○萱○壷鄙］盛
。『ゴの］四周、の同缶藏の○骨四ｍ⑫印』Ｎの⑩⑪Ｈの】芹どの窒。鳧⑩回の庁四身］の」
奇画①芹②四ロゴ澆二殖ロ］四国、切夛。Ｅ一二つの□匂。Ｈ｛ず）印可。□一］ｍご○尻四汁酔Ｃｐ
Ｃ帛四］］奇の口○どの村切混蜜騨吻○ず○○門巨二・の『⑫岳吋。ご胆］の四○のＨｍ豈舜ご
』②同の口皀」Ｈの曇。
、戸昌の回】雨四②○画。。》鄙切写○什鰯二○。①ローロ》餌ごロ芭舜帛旦鄙ｐｍＣｎ」壗
芹》の』」ず【画吋琶周。。諄い仰尻の口○念再蝉莞、のマ芹の口皀Ｉ《の四○面》】回函○吋
○○三．芦どのロ。］、、印念の凹○一】身回砲口開⑩己○ｍｍ］。》⑦念罫局○室腕彦○ｍ牝の儒巨一
ｍ毎口⑭屋印芹の園山武○℃」画皀昌壺輌
。』揖晨念の》動・言の尉印豈鐸、汁ニロロのｎｍ｛、毎曇宕Ｃ這汁○房いの庁迂の⑫ロゴ。。》
］鄙ウ円四円豊の罷能③。［』『の罠『・『【｛ずの⑪ごロ○一口奇三の芭詐・命③い○ず。。房
澤罫ご魂、甸評画ご」、】言已。いい』ず』の。⑪｛四○毎』庁惠芦】ご儲、Ｈ『○○要望評念命のの
雷匡切汁の鰯二○四一の註のロ。》の射、・園四○色痔苛忌已のの芹芦室、⑭○○宮］ロ
。③○画切評◎毎画］』》『ウの琶の》写、、］」ワ尻四尉琶轌○村枩②。。ご切・
、。缶ＨごＨ汁】の画】回国Ｑ苛藏のの『｛②○斤】どの巨切の。壷餉○ず○○榴凹皀包
ご臣ご｝一○］］ごＨ四Ｈ』の、ご篭。豈吾』。Ｒのヨの課や。画の国》』』》］ご舜箏○託の、、の二
■
『骨邑⑨鼎皀、、命暁Ｃ臼命壼】駒ご託。］の。母国Ｈの画切開。》］Ｃ看切
ものは、誠に深いものがある。大正の新教育に始まる全て
の時代の教育理念・理論、教育関係者の願いの収赦した概
念としての「鬮己教育力』なのではなかろうか。
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
鷲
紫
習
セ
ン
タ
ー
としての学校漣鑿鑓づくりがなされてこなかったことであ
明治王年の学制から、延々と続いてきた我が国の学校教
育に賎も欠けていたものは、『闇己教育力」を育む「学び方
ついては、既』
記した。同時」
した。そして、
新教育課程の実施が間近と粒っている。「自ら学び、自ら
考える児蕊生徒の育成』は、教育に携わる私達全ての願い
の「調べ学習』を紹介し、合わせて学校図警館の重要性に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
・二○汁○口］琶苛琴の甸冨や同。どの国のヨ苛○騒○迂鄙湧已廓のロや印→①切汁、問四口のい草
ご臣《山田②。《ずの。青』］Ｑ風の己や切昏⑪ご已蜀、豈邑］『国、亀四○の②、『の、。。△
Ｈの、臣一命⑫○能②ロ○○のいぃ關巨］②琴擬託國亟のＩ車一陣【臣②澤臣。
で季のる。
（一‐の毎桂汽③すのＩの四一（巨、邑岸叩饅』“ご凹二のいの囹問】四］Ｃ影淘の、。匡局○のＩ因四ｍの豆
翰の四○画』軍閥啓二缶山岡、の。］②いめの⑫」雪『の澪Ｃ室四ｍ印丙匡『画）
六
お
わ
り
世
「自己教育力』というわずか五字から成る漢語の意味する
本縞
に
お
い
て
、
ては、既に－
た。同時に、
圃
自
己
教
育
力
を
培
う
に
ふ
さ
わ
し
い
麓
役
と
し
て
昔
前
に
、
そ
の
言
葉
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
を
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
も
詳
し
く
記
そ
の
周
義
語
で
あ
る
「
鬮
逼
教
育
力
」
育
成
に
§、
弱射出酪叱叱閲Ⅸ旺踞肋巾的叩助鞄口内へ竃洩竃坊型羽⑰■函郡凡決曲鰯穿繋刀四ｍ函■印勿【昭】鷺留齢刀刀刀■
爲
品
粂
典
■
］
刀
刀
■
・
・
助
距
、
凹
押
ロ
刀
刀
刀
出
刀
刀
刀
禄
ジ
リ
ソ
団
ら
刀
刀
凸
勾
｢獺ぺ学習」の誕生
車凹丙色⑫巨罵⑪二
』軍Ｐ印尻砲の。］
華瞬『『、○ず。。］
八
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
聞
か
れ
た
国
際
学
校
図
書
館
学
会
に
お
い
て
、
長倉美恵子教授（実践女馨大学）によって、「雲－３つの‐
と教室での学習が、結びついていない我が国の現状である。
学習とは、教室で先生の話を聞くものだと思っている児童・
繊
維
が
多
い
。
指
導
者
側
に
も
、
ま
だ
そ
れ
を
脱
却
で
き
な
い
人
が
と
研
究
を
進
め
な
が
ら
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
の
結
論
で
あ
る
。
上のことは、驫者が『相模原教育史』の編集に瀧って、諸々
の
賢
料
を
通
し
て
公
教
育
の
歴
史
に
接
し
、
又
学
校
現
場
で
先
轆
方
るとの考えに蕊者は達している。「調べ学習』は、我が国の
教師達が、あるいは史上初趙て手にしている全教科に通じ
ｂ画⑫含－』言○百三の餅二回忌
雪印印。。】凹奇】◎回。罷め○二○○胃
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
国
際
学
校
図
響
館
の
第
一
歩
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
学
ぶ
楽
し
さ
と
方
法
を
教
え
ら
れ
て
い
な
い
児
童
・
鱗
徒
が
い
か
に
も
多
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
ろ
、
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
鳳
同論文において、「自己教育力」を育む「調べ紫巍湿のよ
い
る
。
先
ず
は
、
そ
う
し
た
学
習
鶴
の
転
換
が
、
自
己
教
育
力
育
成
本
稿
で
例
に
あ
げ
た
清
新
小
学
校
の
学
校
図
鑿
館
の
資
料
と
学
横
の
教
育
課
程
、
又
可
能
性
に
満
ち
た
紫
ば
ぜ
方
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
以
二密、恒煙臣③、の『拭響、罠。開宛のい○皀円の１国③、》の。『③四○蓉罫里、
。］段切困」と題して発表された。篭の記録は学会
■
ＦＨｄＨ画門侘のい電。Ｈ』９塞卦ユのＩ》の、同再再二“
。
二回ヨ》の間］』四ｐｐｍ円『揖垣》②」（『ご汁の時ご凹計】◎回働帛
宮ご己凶９画萱ご）に掲載されている。
堂
調
べ
学
習
」
は
瓢
一
九
九
（
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｌ
）
で
も
読
め
学
校
図
霄
餓
の
賢
料
帛吋○国。匡尉
・
忠
尹
￥
価
色
凹
久
甜
】
可
凹
的
扮
出
８
当
学
校
指
導
論
」
『
教
育
学
大
全
樂
犯
』
第
一
法
規
９．『近代間本総合年表』潜波醤店
大
会
）
研
究
蕊
録
６．「現代学校論」『教育学大全集ｕ州露一法鏡
７
『
教
育
課
程
論
」
『
教
賛
学
大
全
集
瀦
儒
第
一
法
規
３
穂
地
域
に
親
し
み
鴬
ら
学
び
漏
動
す
る
子
の
育
成
』
１
１
学
繊
図
譜
館
を
参
考
文
献
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う
な
探
求
型
の
学
習
が
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我
が
国
に
お
い
て
だ
け
で
蔵
く
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既
に
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
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